小さき兄弟会

心と精神を主に向けて

御言葉を告げるために兄弟として世に遣わされた兄弟たち
[image: image4.emf]


２００９年の総集会の準備のために

神の御言葉を兄弟共同体の中で祈りを込めて読むこと
Franciscan Lectio Divina
小さき兄弟会ローマ総本部－2008年

[image: image1.jpg]




目　次

5心と精神を主に向けて


6フランシスカンの心で祈りを込めて神の御言葉を読む事


9第一のモジュール　－聖福音の様式に従って生きるために。


9１．準備


10２．神の御言葉を読み、聴くこと


10Ａ）岩の上に建てられた家：マタイ7,21-27


13Ｂ）金持ちの青年：マタイ19, 16-29


18Ｃ）弟子の覚悟：ルカ9,57-62


22３．神の御言葉を自分の心に取り込み、自分のものとすること


22非裁可会則I,1-4


23裁可会則I,1


24４．お返しすること


24非裁可会則23章、1-5 　賛美と感謝


27第二のモジュール　－互いに兄弟となり、しもべとなるために。


27１．準備


28２．神の御言葉を読み、聴くこと


28Ａ）イエス弟子の足を洗う：ヨハネ13,1-17


36Ｂ）仕えることの偉大さ：マタイ20,17-28


38Ｃ）父は天の父おひとりだけ、師はひとりだけ、あとは皆兄弟：マタイ23,1-12


43３．神の御言葉を自分の心に取り込み、自分のものとすること


44非裁可会則VI, 3-4


44裁可会則VI,1-9


46４．お返しすること


46非裁可会則23章、8-11　賛美と感謝


49第三のモジュール　－霊であり命である御言葉を世にもたらすために。


49１．準備


50２．神の御言葉を読み、聴くこと


50Ａ）７２人を派遣する：ルカ10,1-20


56Ｂ）復活後の宣教派遣：ヨハネ20,19-29


63Ｃ）宣教師たちに聖霊が降る：使徒言行録2,1-18


71３．神の御言葉を自分の心に取り込み、自分のものとすること


72裁可会則III, 10-14


72全キリスト者への手紙II　2-3


73４．お返しすること


73全兄弟会にあてた手紙50-52 「祈り」



心と精神を主に向けて
御言葉を告げるために兄弟として世に遣わされた兄弟たち
２００９年の総集会の準備のために兄弟共同体の中で神の御言葉を祈りを込めて読むためのモジュール
祈りのためのこの資料は、世界中に散らばった兄弟共同体が２００９年の総集会の準備を、神の御言葉と調和して行うことができるようにと考えて作られたものです。御言葉は、「永遠に祝福された処女マリア」の胎内で私たちのために人となられた「父なる神の御言葉」です。それは、私たち一人一人にとって「霊であり命である」御言葉です。それは、「私たちの生活様式」を形成している御言葉です。それは、私たちが味わい、そして生きることを求められている香り高い御言葉です。この御言葉、この「芳しさ」こそを、「兄弟たちに与え」、全世界に広めるために私たちは呼ばれているのです。
神の御言葉を祈りを込めて聴くためのこの道具は、それぞれの管区理事会の祈りに役立つ道具となり得ると同時に、管区会議や幕屋の集会、修道院会議などの静修日にも役立つ道具となり得ます。神の御言葉をフランシスカンの心で祈りを込めて読むためのモジュールは三つあります。それらの基本となっているのは、私たちの生活様式としての福音書、兄弟であること、福音宣教のために世に遣わされていること、です。

第一のモジュールは、非裁可会則の第一章に述べられている福音書の言葉を聴く態度へと私たちを導きます。第二のモジュールは、福音の教えに従って兄弟関係を形成するために聖フランシスコが愛用した、ヨハネによる福音の中にある弟子たちの足を洗う場面へと私たちを導きます。第三のモジュールは、宣教へと派遣する福音書のくだりです。この一節を前にして、フランシスコは、「これこそ私が望んでいたこと、これこそ私が心の底から欲していたことです」と特別に共感を覚えました。

様々な文化的感受性に順応し、「時と場所に従う」という黄金律は、文字や形式よりも精神に忠実であろうと努めつつ、この資料を活用するのに役立ちます。
フランシスカンの心で祈りを込めて神の御言葉を読む事
すでに述べた三つのモジュールについて紹介する前に、兄弟共同体の中で用いられている、神の御言葉をフランシスカンの心で祈りを込めて読む方法について簡単に触れておくことは役に立つと思われます。また、２００６年の臨時総集会で出された「エンマウスの方法論」の一節を思い起こすことも有益でしょう。

基本的なプロセスは単純ですが、すべて根本的なものです。１）出会うこと　２）起こった事柄について話すこと　３）福音の分かち合い・会則の再読　４）すべての恵みに感謝し、賛美し、祈ること　５）兄弟的交わりを行うこと　６）私たちの生活を変容させた良い知らせを携えて、兄弟共同体の兄弟たちと全世界の兄弟姉妹たちの所に戻ること（LSR　2006,n. 45）。
１．準備
レクチオ（御言葉の奉読）の最初の時間は、傾聴するために心を準備することに当てられます。ですから、レクチオを始める前にしばらく沈黙の時間を設け、その中で次のことを心がけると良いでしょう：
· 瞑想と注意深い傾聴を促すような姿勢を探す。
· 精神と心をあらゆる心配や煩いから解き放つ。
· 聖霊の賜物を共にじっくりと祈願する。聖霊こそは、私たちの心を清め、照らし、励まして、福音書の教えを傾聴することが、私たちとの対話に入られるイエスという生きたお方の言われることを傾聴することに他ならないことを教えてくれるからである。
２．神の御言葉を読み、傾聴すること
レクチオの二番目の時間は、福音書を単純な心と清い心で読みます。その目的は、
· 聞いた言葉の全体的な意味を理解するためであり、
· 自分の理解を何らかの適切な道具で吟味するためです。
３．神の御言葉を自分の心に取り込み、自分のものとすること
· レクチオの三番目の時間は、読んだ箇所の全体的な意味をまとめていると思われるキーセンテンスを暗記すると良いでしょう。暗記した言葉はその日一日あるいは、「集中する時間」に心に留め、それが自分の中に根付くようにします。
· 読んだ箇所が表現している継続的な重要性とそれが示唆する生活での実践について適切な沈黙の時間をかけて深く考えることも必要です。自分の内にある、また、兄弟共同体の中に見られる抵抗や改善すべき点を探し出さなければなりません。
· 私たちフランシスカンの伝統に関する文章のいくつかを思い起こすことによって、フランシスカンのカリスマの各側面を個人でまた共同体として深く考え、源泉資料を絶えずひもといて福音書の教えを現在に生かすことができます。
４．お返しすること
最後に、霊によって神から頂いた御言葉を神に次のような形で「お返しする」のは良いことでしょう。
· 祈りと賛美、感謝と祝福、そして、主への嘆願と祈願によって、
· 実行すべき約束事、養うべき態度、実現すべき提案を明らかにすることによって。「お返しする」ために生活の中でなすべきことは、主が私たちに提案してくださっていることを聞いたことから生まれます。つまり、「主よ、私に何をお望みですか？」との私たちの問いかけに対する主の御言葉を通して生まれるのです。
第一のモジュール　－聖福音の様式に従って生きるために。
１．準備
「レクチオ」の司会者は、全員に沈黙と黙想を呼びかけます。この時間の大切さを心に留めると良いでしょう。十字架のしるしをしてから、聖霊への祈願を始めます。

概説で示したような、あるいは参加者が知っているようなテゼの歌を歌っても良いでしょう。聖霊とのまことの調和が得られるように、テゼの歌を数分間長く歌うのも良いと思います。


Veni Sancte Spiritus, tui amoris ignem accende


Veni Sancte Spiritus, veni Sancte Spiritus.

テゼの歌の代わりに数分間聖霊に各人が祈願しても良いでしょう。もちろん、参加者は自分に分かりやすい言葉で祈ることができます。たとえば、

聖霊来てください。イエスの御言葉をいただくために、
私たちの心を開いてください。




この御言葉で、私たちの生活と召命を理解することが
できるように助けてください。
２．神の御言葉を読み、聴くこと
福音書の朗読
「レクチオ」の司会者は、傾聴の雰囲気が整ったと感じたら、参加者の一人に福音書の言葉を読むように促します。
たとえば次のような箇所が良いでしょう：
A) 岩の上に建てられた家：マタイ7,21-27

B) 金持ちの青年：マタイ19, 16-29

C) 弟子の覚悟：ルカ9,57-62

福音書の読まれた箇所を理解するために
Ａ）岩の上に建てられた家：マタイ7,21-27

「わたしに向かって、『主よ、主よ』と言う者が皆、天の国に入るわけではない。わたしの天の父の御心を行う者だけが入るのである。かの日には、大勢の者がわたしに、『主よ、主よ、わたしたちは御名によって預言し、御名によって悪霊を追い出し、御名によって奇跡をいろいろ行ったではありませんか』と言うであろう。そのとき、わたしはきっぱりとこう言おう。『あなたたちのことは全然知らない。不法を働く者ども、わたしから離れ去れ。』」「そこで、わたしのこれらの言葉を聞いて行う者は皆、岩の上に自分の家を建てた賢い人に似ている。雨が降り、川があふれ、風が吹いてその家を襲っても、倒れなかった。岩を土台としていたからである。わたしのこれらの言葉を聞くだけで行わない者は皆、砂の上に家を建てた愚かな人に似ている。雨が降り、川があふれ、風が吹いてその家に襲いかかると、倒れて、その倒れ方がひどかった。」
このたとえ話は、いつになく強烈です。わずかの力強い言葉で、イエスは二枚の絵を描かれました：賢い人が岩の上に立てた家と、愚かな人が砂の上に立てた家のことです。パレスチナではどのように家が建てられるのかその環境と方法を想像してみる必要があります。良い家は石と泥と木で建てられます。突然大雨が降って来た時、大地が木や草で雨水を吸い込むことができないならば、川に流れ込み、激流となって岩の多い大地を覆います。そんな時にも、岩の上に建てられた家は、押し流されることはありません。激流が押し寄せても、その土台が崩れることはないのです。それに対して、もう一つの家は、土台となっている砂が簡単に水に押し流されてしまう危険があります。イエスは家を建てた二人の人を例に出されました。あなたは、人生という家を建てるにあたって、どちらの家を望みますか。二人を判断すれば、一人は賢くて慎重であり、もう一人は愚かで、「壊され、馬鹿にされても」仕方のない人です。このことは、イエスの教えにも表れています。イエスの言葉を聞き、それに従う人は用心深い人であり、聴くだけで、従わない人は愚か者です。可能性はこれら二つしかなく、ここでも、本当に決定的なことは、「行い」です。「御言葉を行う人になりなさい。自分を欺いて、聞くだけで終わる者になってはいけません」（ヤコブ1,22）。エピソードにもあるように、ここで言っていることは、単に人間的で世俗的な賢さや愚かさを指しているのではありません。ここでも、問題になっているのは、現在の生活で何が起こるかとか、どうすれば物理的な家が堅固になるかではありません。そこに描写されている愚か者は新しい家を建てることができたでしょうし、高い代償を払って用心深くなることを学んだかもしれません。

このことはイエスの弟子にも起こり得たでしょうか？イエスはこう言われます：「わたしの言葉を聞き、それを実行する人は賢い人である・・・」と。しかし、それは最後の審判の日のことです。エピソードに出てくる嵐は、とても強烈な描き方をされているので、人は歴史を終わらせるようなひどい大災害を思い浮かべるでしょう。雨が降り、洪水が起こり、強風が吹き、その家に襲いかかります。このイメージは、あなたの人生の家の運命を一瞬にして決定してしまう終末論的な「嵐」を思い起こさせます。だれも、二度と家を建てることはできないのです。いったん家が倒れたなら、その家は永遠に滅びたままです。これらの言葉は山上の垂訓全体に独特の深みと効果を与えています。あなたは自分自身を二つの方法のいずれかでしか打ち立てることができません。イエスの御言葉は、審判の嵐に立ち向かうためには、どこに自分の土台を据えたらよいかを示してくださっています。しかし、岩の上に建てないならば、つまり、イエスの御言葉を実行しないならば、御言葉を聞き知るだけでは不十分です。すべては火急の問題です。それは、神が望んでおられるからでも、イエスがそのように示されたからでもありません。私たち一人一人に時が迫っているからなのです。人生は一度しかなく、繰り返しはききません。しかも、最後の審判を避けることはできないのです。神と神の国と神の正義を自分の理想として持って人生を築く人だけが、生き残ることができるのです（W. Trilling, Vangelo second Matteo, 141-142参照）。
Ｂ）金持ちの青年：マタイ19, 16-29

さて、一人の男がイエスに近寄って来て言った。「先生、永遠の命を得るには、どんな善いことをすればよいのでしょうか。」イエスは言われた。「なぜ、善いことについて、わたしに尋ねるのか。善い方はおひとりである。もし命を得たいのなら、掟を守りなさい。」男が「どの掟ですか」と尋ねると、イエスは言われた。「『殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証するな、父母を敬え、また、隣人を自分のように愛しなさい。』」そこで、この青年は言った。「そういうことはみな守ってきました。まだ何か欠けているでしょうか。」イエスは言われた。「もし完全になりたいのなら、行って持ち物を売り払い、貧しい人々に施しなさい。そうすれば、天に富を積むことになる。それから、わたしに従いなさい。」青年はこの言葉を聞き、悲しみながら立ち去った。たくさんの財産を持っていたからである。イエスは弟子たちに言われた。「はっきり言っておく。金持ちが天の国に入るのは難しい。重ねて言うが、金持ちが神の国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方がまだ易しい。」弟子たちはこれを聞いて非常に驚き、「それでは、だれが救われるのだろうか」と言った。イエスは彼らを見つめて、「それは人間にできることではないが、神は何でもできる」と言われた。すると、ペトロがイエスに言った。「このとおり、わたしたちは何もかも捨ててあなたに従って参りました。では、わたしたちは何をいただけるのでしょうか。」イエスは一同に言われた。「はっきり言っておく。新しい世界になり、人の子が栄光の座に座るとき、あなたがたも、わたしに従って来たのだから、十二の座に座ってイスラエルの十二部族を治めることになる。わたしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、子供、畑を捨てた者は皆、その百倍もの報いを受け、永遠の命を受け継ぐ。
「金持ちの青年」のたとえ話が書かれている箇所は、福音書の中でも、御受難の話の前の広範囲の部分（19章－25章）に置かれています。この部分では、イエスとその弟子たちのエルサレムへの旅が描かれています。イエスとユダヤ人指導者およびユダヤ教それ自体（神殿）との緊張の増幅は、この地理的な移動と呼応しています。エルサレムに近付く道順は、はっきりと記されています。イエスは、ガリラヤを離れ、ユダヤへと入られ、エリコを通って、メシアの姿をしてエルサレムに入場されます。この部分の文学的な特徴は、イエスの教えと論争が圧倒的に多く、奇跡が一つしかないことです。
イエスはこの環境の中を、１２人の弟子たちと共に移動されます。弟子たちは、弟子の覚悟（19章）と終末の徴（24章と25章）をよく教えられ、忠実なしもべとして（20,17-28）、イエスの運命とイスラエルの最後の審判（19,18）を分かち合うようにと招かれました。イエスの近くにいた群衆は、民の指導者たちと論争しておられたイエスの側にまだいて、イエスのことをメシアであり、ダビデの子であると叫んでいました（21,9-11）。群衆の中でも、最も小さい者のためには、特別な場所が用意されており（19,13;21,15f）、イエスはご自分のことを小さい者と重ね合わされました（25,40.45）。その反対側には、民の指導者たち、ファリサイ派の人々、律法学者たち、大祭司、長老たちがおり、彼らのことをイエスは論争の中で直接的に、また、たとえ話の中で比喩的にはっきりと、何度も何度も糾弾されました（21-23章）。私たちが思いめぐらすために引用した箇所は、この部分の最初であり、イエスがエルサレムに到着される前のことです。ここでは、離婚や富、弟子の覚悟についての教えが弟子たちに与えられています。

弟子の覚悟と永遠の命に関連した富のテーマを扱ったこの引用箇所は、二つの部分に分けられます。一つは青年の回心（16-22節）、もう一つは弟子たちとの対話（23-30節）です。年齢や社会的身分に関係なく、若者とは、生き方について師に教えを請う者のことです（詩篇119,9-10）。

イエスと青年との対話とその後のイエスと弟子たちとの対話は、三つの段階に分かれて、繰り返されます。二つのエピソードの特徴は、最初に提案があり、それから思考を深め、約束されるという順を経てピークを迎えることです。最初のピークは、青年に向けられた呼びかけと約束を経て到達し、第二のピークは、すべてを捨ててイエスについてきた弟子たちへの約束を経て到達します。青年が最初に発した質問は、律法学者的な論争のスタイルを取っています。つまり、どんな善いことをすればよいかという質問です。それは律法を守るためのものです。（申命記12,28;詩篇34,15）。永遠の命は律法学者の間ではよく論争されるテーマでした。イエスはこのテーマに対して、段階的にお答えになり、最後にはこの質問の言葉を「完全になりたいのなら」というふうに変えておられます。イエスは、まず唯一の善である神の姿を思い起こすことによって答えられました。律法の言葉とイエスの過激な要求が意味を持つのは、山上の垂訓で慈しみ深く（5,45）完全(5,48)なお方として描かれたこの善にまします神の光の下においてなのです。イエスはまず、律法学者の論争のスタイルに従ってお答えになりました：善いことをし、掟を守りなさい、と。しかし、イエスは隣人との人間関係に関する掟に触れられただけで、レビ記の言葉「自分自身を愛するように隣人を愛しなさい」というはっきりした言葉（19,18）で締めくくっておられます。これと同じ結論が、第一福音史家によって、その「山上の垂訓」（5,43）のアンチテーゼの中に見られ、それが再び、最も重要な掟に関する論争（22,39）の中に登場します。この応答は、実際には一つの段階に過ぎません。金持ちの青年は、掟の新しい、福音的な方向性をつかみ得ていませんでした。それゆえに、彼は「そういうことはみな守ってきました」と言えたのでしょう。イエスは、完全になるというテーマを投げかけることによって、青年との対話を現実的ではっきりした提案にしておられます。この提案は、山上の垂訓でも言われています。完全さは、掟を超えるものです。あるいは、完全さは、イエスがお示しになった新しい神の理解にふさわしい新しい形で、掟を遂行するのだとも言えます。それは、物を貧しい人々と分かち合い、イエスに従うということです（つまり、イエスとの個人的な関係の中でイエスの生き方と自己犠牲的な奉仕の宿命を分かち合うことです）。完全さとは、一握りのエリートに約束された特権ではなく、救われるために、いのちを得ようとするまことの弟子の条件なのです。しかし、金持ちの青年は、イエスが約束された神の国の宝（「そうすれば、天に富を積むことになる」）を理解することができませんでした。この約束は、事実貧しい人々に対してなされています（5,3）。彼はまた、心を主に置く（6,21）人々の誠実な生活が、イエスを通していのちを告げ知らせ、交わることによって可能となることも理解できませんでした。

金持ちの青年との会話の悲しい結末についてイエスが述べられたコメントから始まる弟子たちとの対話は、青年が主を拒絶した理由をはっきりと示しています。「山上の垂訓」の第6章ですでに述べられた富との関係は、救いのために決定的なものであり、イエスのご提案を受け入れるかどうかのしるしなのです。それは、実際、富に対する行動と態度を通して、誰を、または何を（神または富を、6,24）自分の生活の土台とし、支えとするかを知ることでもあります。らくだが針の穴を通るという逆説的な比喩で表現され、さらにイエスのみ言葉で確認された、金持ちが天の国に入ることの難しさは、人が金持ちである限り、つまり、その人の生活が所有する富に基づいている限り、続くのです。

それでは誰が救われるのだろうか（19,25）と動揺した弟子たちとの対話の続きは、永遠の命を得ること、そして、富を捨ててイエスに従うことは、神の賜物であること（19,26）を明らかにしています。

実際にこの選択を行った弟子たちに対して、イエスはご自分が世の終わりに栄光の座に座るとき彼らもまたそこにいることができると約束され、確認されました。その上、イエスに従うために富と家族の絆を捨てたすべての弟子たちには、１２部族を治めるだけでなく、永遠の命と百倍もの報いが約束されたのです。とはいえ、これは行い（富を捨てたという）に対する報いの問題ではなく、あらゆる尺度を超えた賜物の問題です。それは、キリスト者共同体が待ち望んでいる世の終わりの約束であり、復活によって成就されるしるしでもあります。
人間の作った序列の論理が覆されるという後半の文章が示しているように、功罪の論理もここでは排除されています。その文章は、この世の権力者たちと完全なファリザイ人たちとの関連で捉えられた当時の弟子たちのことを確かに指していますが、同時に、福音の教えに従って自分の役割を果たす共同体の指導者たちへの警告でもあります。フランシスコはこの文章と他の似たような箇所の二つを会則の最初に引用し、それらの福音書の言葉の中に、小さき兄弟であることの意味と中心的なアイデンティティーを込めようとしました。フランシスコにとり、小さき兄弟であるということは、すなわちイエスの弟子であることのように思われます。彼にとっても富との関係が弟子としてのアイデンティティーに忠実であることとの関係に重要な意味をもたらしたことは確かです（G. Patton, Schede FoPe Matteo/5 http://www.ojmtn.pcn.net/）。
Ｃ）弟子の覚悟：ルカ9,57-62

一行が道を進んで行くと、イエスに対して、「あなたがおいでになる所なら、どこへでも従って参ります」と言う人がいた。イエスは言われた。「狐には穴があり、空の鳥には巣がある。だが、人の子には枕する所もない。」そして別の人に、「わたしに従いなさい」と言われたが、その人は、「主よ、まず、父を葬りに行かせてください」と言った。イエスは言われた。「死んでいる者たちに、自分たちの死者を葬らせなさい。あなたは行って、神の国を言い広めなさい。」また、別の人も言った。「主よ、あなたに従います。しかし、まず家族にいとまごいに行かせてください。」イエスはその人に、「鋤に手をかけてから後ろを顧みる者は、神の国にふさわしくない」と言われた。・
一行が道を進んで行くと・・・（私たちにはその先が分かっていますが）、ある男、多分すでにイエスに従っている弟子の一人（マタイ8,19では律法学者と言っている）がイエスに「あなたがおいでになる所なら、どこへでも従って参ります」と言いました。イエスは、すでに弟子の覚悟について教えを述べられていましたが（9,23-24）、この時、ご自分に従いたいと望む人にご自分の状況を次のように具体的に示されました：「狐には穴があり、空の鳥には巣がある。だが、人の子には枕する所もない」と。イエスは弟子たちを育てるに当たり、真実を隠されませんでした。イエスは、苦難と死と生命を賭けてもなお、エルサレムが旅の終わりでないことを言われたばかりか、その旅が艱難に満ちたものであることをもお示しになりました。イエスがサマリアで拒絶されたことはこのことを示しており、ルカによる福音書は定住の家を持たぬ旅人としてのイエスを描き続けます。イエスの御生涯の目的はただ一つ、ほかの町にも神の国の福音を告げ知らせることであり（4,43）、それゆえに、イエスはいつでもどこへでも出かけられたのです。この務めがあったがゆえに、イエスは明日をも知れぬ生活をされ、地上にすみかを持つことができませんでした。イエスは完全にこの世の富を捨てなければなりませんでしたし、それが非常に重要なことでしたので、それについてすでに話され（9,3）、その後もその教えは続き、4章の33では、最も困難な教えとなって表れています。イエスに問いかけた人がイエスの招きを受け入れて、従って行ったのかどうかは分かりません。ルカはその答えを読者一人一人に任せています。ルカは、その福音書の中で、イエスが要求された条件について述べているだけです。二つ目の事例についても同様です。ここで問題になっているのは、イエスについていきたいと自ら申し出た（マタイ8,21-22では、少し違っている）人のことではなく、イエスから従いなさいと声をかけられた人のことです。イエスは、「私に従いなさい」と言われました。その人はそれを拒絶はしませんでしたが、自分で条件をつけたのです。「まず、父を葬りに行かせてください」と。その時まだ父親が死んでいなかったのは確かです。彼はただ、掟に定められている両親への義務を果たした後で決めさせてくださいと頼んだのでした。この義務の重要性をイエスは否定しておられるのではありません。むしろ、「父と母を敬え」との神の掟（マルコ7,10-13;マタイ15,3-6）を無視したり、軽んじたりする人のことを厳しく非難しておられるほどです。しかし、ここでイエスが言っておられるのは、神の国の条件なのです。神の国の条件は、他のあらゆる人間の義務に勝りますが、それ自体妨げとなるものではありません。イエスはただ、神の国を告げ知らせる義務が急務であることを教えられたのです。それは遅れてはならず、すぐに働き手が必要でした。両親が死んでからでは遅いのです。召し出しを受けたその時に、神の国を受け入れないなら、その時に私たちが回心していないなら、あるいは、神の国の新しい命に入らないなら、そして、「行って、神の国を宣べ伝えなさい」との命令を受け入れないなら、私たちは、自分たちの死者を葬り続けるこの死者（すなわち、新しい命を受け入れない人々）の国に留まり続けることになります。イエスから呼ばれたならば、素早く心を決めなくてはなりません。一刻の猶予もないからです。

さらに三つ目の事例があります。それは、最初の事例と同じように、イエスの前に進み出て、イエスに従いたいと言った人のことです。しかし彼は、レビが友人たちにしたように（5,27-32）、あるいはエリヤがエリシャに許したように(列王記上19,19-21)、まず両親にいとまごいをしたいと思いました。イエスはその人の言うことに特に反対はなさらなかったように見えます。ただ、一種のことわざを引用するにとどめておられます：「鋤に手をかけてから後ろを顧みる者は、神の国にふさわしくない」と。それなら、行って来なさい。そして、家族にいとまごいをするがよい。しかし、決心したならば、後戻りをすることはできないことを心に留めておくべきです。弟子とは、決して後ろを振り返らず、自分が後に残してきたものを後悔の気持ちをもって見ることもせず、イエスに従うことによって成し遂げたことを喜ぶこともしない人のことです。弟子とは、決して過去を振り返らず、パウロのように後ろのものを忘れる人のことです。パウロはこう言っています：「なすべきことはただ一つ、後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けることです」（フィリピ3,13）と。これこそが、イエスのなさり方であり、私たちも、前だけを向いて、先頭に立ってエルサレムに向かわれるイエス（マルコ10,32;ヘブライ12,1-2）をしっかりと見つめるべきです。

イエスが求めておられるこれらのことが分かったなら、それだけでもう宣教への準備が少しできたことになります（Galizzi, Vangelo second Luca, 234-235）。
３．神の御言葉を自分の心に取り込み、自分のものとすること
キーセンテンスを思い起こし、暗記すること
福音書の引用箇所が読まれるのを聴いたら、一定の沈黙の時間を設けて、その箇所を一人で静かに読み返し、言葉を心に刻み、暗記して、その日はずっとそのことを考えていること。「レクチオ」が半日の黙想会でなされたならば、その時点で参加者が一人になって静かに考え、御言葉を自分のものにすると良いと思います。
理解を深めるためにフランシスカンの資料を読むこと
「お返しすること」について、フランシスコの書き物から取られた二つの文章を読むことは、福音書の言葉を聖フランシスコの霊性に照らして理解するために、一人で静かに黙想する役に立つと思います。
非裁可会則I,1-4

兄弟たちの会則と生活はこれである。すなわち、従順と貞潔のうちに何も自分のものとせずに生き、私たちの主イエス・キリストの教えと足跡に従うことである。主は言われる。「もし完全になりたいのなら、行って、持っている物をすべて売り払い、貧しい人々に施しなさい。そうすれば、天に富を積むことになる。それから、私に従いなさい（マタイ19,21、ルカ18,22）。私について来たい者は、自分を捨て、自分の十字架を背負って、私に従いなさい（マタイ16,24）。もし、だれかが私のもとに来るとしても、父、母、妻、子供、兄弟、姉妹を、更に自分に命であろうとも、これを憎まないなら、私の弟子ではありえない（ルカ14,26）。私のために、父あるいは母、兄弟あるいは姉妹、妻あるいは子供、家あるいは畑を捨てた者は皆、その百倍もの報いを受け、永遠の命を受け継ぐ（マタイ19,29;マルコ10,29;ルカ18,29参照）。」

裁可会則I,1

小さき兄弟たちの会則と生活は、私たちの主イエス・キリストの聖福音を守り、従順のうちに、何も自分のものとせず、貞潔に生きることである。
神の御言葉を自分の心に取り込み、自分のものとするために
· 福音書の引用箇所をエンマウスの方法論に照らして読むように心掛けなさい。この箇所は、小さき兄弟としてのあなたの生活について、また、あなたがその一部となっている兄弟共同体の生活について何と言っていますか？この箇所を、あなたの心を燃え立たせることのできる慰めの言葉と感じますか？この箇所には、どのような非難と叱責が含まれていますか？この箇所によって、あなたはどちらの方向を選択するように促されていますか？
個人で黙想する間、アシジのフランシスコが若い時に尋ねた言葉、すなわち、後に私たちの生活と選択を方向づけるものとなった次の言葉を思い起こすと良いと思います。
· 「主よ、私に何をお望みですか？」「この上なく高く、栄光に満ちておられる神、私の心の闇を照らしてください。」
４．お返しすること
参加者たちは決められた時間に再び集まり、心に刻み込んだみ言葉や節を声に出して読み返します。それから、沈黙と個人の祈りの時間に心の中で思いめぐらしたことを互いに話し合ってもよいでしょう。黙想の終わりに、短い賛美と祈願を捧げ、自分自身及び兄弟共同体のために約束したことを実践できるようにお願いすると良いと思います。
「非裁可会則」の中の賛美の祈りで締めくくるのも良いと思います。
非裁可会則23章、1-5 　賛美と感謝
全能、至聖、至高、至上の神、聖にして義なる父、天地の王である主よ、聖なる御旨により、あなたの御独り子によって、聖霊をもって、霊的・物質的なものをすべて創造し、あなたの似姿および象りとして創造された私たちをエデンの園に置いてくださったことをあなた御自身のゆえに感謝します。そして、私たちは、自分の罪によって堕落しました。
御子によって私たちを創造されたように、私たちを愛された聖なる愛によって、まことの神、まことの人を栄えある終生処女・至福の聖マリアから生まれさせ、御子の十字架と血と死によって、捕囚の身である私たちを贖おうとあなたが望まれたことを感謝します。
あなたの御子がみいつに輝く栄光のうちに再臨して、悔い改めず、あなたを認めなかった呪われた者どもを永遠の火に投げいれ、また悔い改めて、あなたを認め、礼拝し、あなたに仕えたすべての者に、「さあ、私の父に祝福された人たち、世の初めからあなたがたのために用意されている国を受け継ぎなさい」と言われることを、私たちはあなたに感謝します。
惨めな者であり、罪人である私たちは皆、あなたの御名を呼ぶにふさわしくありませんので、へりくだってお願いします。「御心にかなうあなたの愛子」私たちの主イエス・キリストが、慰め主である聖霊と共に、あなたと御子がよみされるとおりに、すべてのことのために、あなたに感謝してくださいますように。御子は、万事において、常に、あなたの御心にかなう方にましまし、あなたは御子によって私たちのためにこれほどのことをしてくださいました。アレルヤ。
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第二のモジュール　－互いに兄弟となり、しもべとなるために。
１．準備
レクチオの司会者は、全員に沈黙と黙想を呼びかけます。司会者はこの沈黙の時間の大切さを心に留めると良いでしょう。十字架のしるしをしてから、聖霊への祈願を始めます。
概説（pp7-8）で示したような、あるいは参加者が知っているようなテゼの歌を歌っても良いでしょう。聖霊とのまことの調和が得られるように、テゼの歌を数分間長く歌うのも良いと思います。

Veni Sancte Spiritus, tui amoris ignem accende


Veni Sancte Spiritus, veni Sancte Spiritus.

テゼの歌の代わりに数分間聖霊に各人が祈願しても良いでしょう。もちろん、参加者は自分に分かりやすい言葉で祈ることができます。たとえば、

聖霊来てください。イエスの御言葉をいただくために、
私たちの心を開いてください。




この御言葉で、私たちの生活と召命を理解することが
できるように助けてください。
２．神の御言葉を読み、聴くこと
福音書の朗読
「レクチオ」の司会者は、傾聴の雰囲気が整ったと感じたら、参加者の一人に福音書の言葉を読むように促します。
たとえば次のような箇所が良いでしょう：
A) イエス弟子の足を洗う：ヨハネ13,1-17

B) 仕えることの偉大さ：マタイ20,17-28

C) 父は天の父おひとりだけ、師はひとりだけ、あとは皆兄弟：マタイ23,1-12

福音書の読まれた箇所を理解するために
Ａ）イエス弟子の足を洗う：ヨハネ13,1-17

さて、過越祭の前のことである。イエスは、この世から父のもとへ移る御自分の時が来たことを悟り、世にいる弟子たちを愛して、この上なく愛し抜かれた。夕食のときであった。既に悪魔は、イスカリオテのシモンの子ユダに、イエスを裏切る考えを抱かせていた。イエスは、父がすべてを御自分の手にゆだねられたこと、また、御自分が神のもとから来て、神のもとに帰ろうとしていることを悟り、食事の席から立ち上がって上着を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとわれた。それから、たらいに水をくんで弟子たちの足を洗い、腰にまとった手ぬぐいでふき始められた。シモン・ペトロのところに来ると、ペトロは、「主よ、あなたがわたしの足を洗ってくださるのですか」と言った。イエスは答えて、「わたしのしていることは、今あなたには分かるまいが、後で、分かるようになる」と言われた。ペトロが、「わたしの足など、決して洗わないでください」と言うと、イエスは、「もしわたしがあなたを洗わないなら、あなたはわたしと何のかかわりもないことになる」と答えられた。そこでシモン・ペトロが言った。「主よ、足だけでなく、手も頭も。」イエスは言われた。「既に体を洗った者は、全身清いのだから、足だけ洗えばよい。あなたがたは清いのだが、皆が清いわけではない。」イエスは、御自分を裏切ろうとしている者がだれであるかを知っておられた。それで、「皆が清いわけではない」と言われたのである。さて、イエスは、弟子たちの足を洗ってしまうと、上着を着て、再び席に着いて言われた。「わたしがあなたがたにしたことが分かるか。あなたがたは、わたしを『先生』とか『主』とか呼ぶ。そのように言うのは正しい。わたしはそうである。ところで、主であり、師であるわたしがあなたがたの足を洗ったのだから、あなたがたも互いに足を洗い合わなければならない。わたしがあなたがたにしたとおりに、あなたがたもするようにと、模範を示したのである。はっきり言っておく。僕は主人にまさらず、遣わされた者は遣わした者にまさりはしない。このことが分かり、そのとおりに実行するなら、幸いである。
ヨハネ福音書の第一部は、聖書の解釈学者は「しるしの書」と呼んでおり、１２章で終わっています。そして、第二部は「啓示の書」と呼ばれ、１３章から始まっています。
ここで引用したエピソードは、謙遜のしるし、それもイエスによって示された最もへりくだったしるし、それでいて、父なる神の御顔を示すしるしを通して、第一部と第二部をつなぐ橋渡しをしています。

第6節から11節までは、マルコによる福音書の8章31節以下と照らして読む必要があります。つまり、イエスが「あなたはキリストです」とペトロが言ったのを聞いて、ご自分の受難と死と復活を予告された箇所です。ペトロは、イエスの強烈な御言葉を聞き、イエスをいさめ始めました。このエピソードと自分の足を洗わないでくださいと言ったペトロの態度との間には、密接なつながりがあります。マルコの引用箇所で、ペトロが反抗したのは、イエスが予告されたのとは異なるメシアを望んでいたからです。もし、神が私たちの考えているような神であったら、神は決してメシアを死なせなかったでしょうし、また、私たちの期待していたメシアでもなかったでしょう！ここでもまた、ペトロは主を愛し、主に栄光を望んでいたので、主がしもべの姿をとることを受け入れることができず、叫びました、私の足など、決して洗わないでください、私のほうこそ、主に仕えているのですからあなたの足を洗うべきです、と。

ペトロの中には、支配し、勝利し、仕えられることを求める神のイメージがあったので、それゆえに、ご自分を空しくされる神を受け入れることができなかったのです。そこで、イエスはペトロに言われました、私のしていることは、後で、私の受難と死と復活の後に分かるようになる、と。そして、ペトロは主の言葉を信頼して、足を洗ってもらったのですが、彼が三度主を否んだことは、人間に仕える神のイメージというものに相変わらず抵抗を感じていたことを示しています。
①　「互いに足を洗い合わなければならない」とは、各キリスト者にとって何を意味しているか？
教会はイエスの命じられたことをその文字どおりに解釈し、たとえば、聖木曜日には、司教が一団の信徒たちの足を洗います。ここで言う従順はわりと簡単です。なぜなら、足を洗うという奉仕の本当の意味は、なにか汚れたものと接触することなのですが、この儀式の前には、信徒たちはすでに自分で足を洗っているからです。従って、これは、初期の教会が大いにこだわっていたシンボリックなジェスチャーです。テモテへの手紙一には、やもめとして登録するべき女性の条件が書かれていますが、その中に、善い行いのしるしとして、「聖なる者たちの足を洗った」（5,10）ことが挙げられています。ですから、イエスの命じられたことには、まさに尊敬と敬愛と奉仕という意味が込められているのです。

明らかに、その意味するところは、はるかに広く深いものです。足を洗うということの比喩的な意味は、兄弟姉妹への謙遜で、貧しい奉仕を示しており、それゆえに、奉仕のすべてを含んでいました。つまり、手仕事による奉仕、口により、慰めの言葉を与える奉仕、心により、すべてを受け入れ、感謝し、尊敬し、認め、愛する奉仕、そして、ゆるしという奉仕です。「互いの足を洗い合う」ということは、「あらゆる形で互いを愛し、受け入れ、仕えること、それも、不愉快な奉仕であってもそれに忍耐強く努めること」を意味します。従って、底辺に追いやられた人々や、エイズに苦しむ人々、貧しい人々を受け入れるということは、何かを求めてやってくる人々は誰であれ、拒まないということです。これらを実行するのは決してたやすいことではありません。しかし、聖書のこの箇所はさらに深いところにまで触れており、そのことを私たちは厳粛な始まりの部分（1-3）から、すなわち、足を洗うことについての歴史的かつ神学的な状況から、読み取ることができます。イエスは、ご自分の使命を、この世から父のもとへ移る時が来たことを悟り、弟子たちを愛し抜かれました。このように、過去の偉大な預言者たちのしるしに似た預言的なジェスチャーによって、イエスは、しもべの姿をとり、人間と関わり、死に至るまで、私たち人間への完全な奉仕を示されたのです。イエスが上着を脱がれたことは、命を捧げられたことをシンボリックに表しています。イエスはご自分の命を捨て、それを再び私たちのために拾われました。イエスが足を洗ってくださったということは、私たちのために命を捨ててくださったことであり、それはすなわち、私たちのためにイエスが死んで、復活されたことであり、すべてを捧げてくださったということなのです。神が愛ゆえに人類に奉仕されたことが、イエスのこのエピソードを通して示されています。イエスが行われたことは、人の子の受難を予告し、人類を救うために死に至るまで最も低い所に身をやつされたことを意味しており、それゆえに、全く新しい神のイメージをつくりあげました。すなわち、進んでご自分を最後に置かれ、人類に仕える神のイメージです。

「互いに足を洗い合いなさい」との戒めには、極めて重要な意味が含まれています。神が愛をもって人類に仕えてくださったということは、人間の完成が、愛をもって己の兄弟姉妹に、己が命を捧げるほどに仕えることにあるということを意味しています。私たちの存在の究極的な意義は、兄弟姉妹にいつでも仕える用意があることです。

これは、教会の歴史の中でこれからも響き続けるすごいメッセージです。現在の私たちはそこからかけ離れてしまっているからです。これは御聖体からのメッセージでもあります。なぜなら、御聖体を通して、私たちはイエスの在り方と生き方を少しずつ学びながら、日々奉仕の態度と惜しみなく与える心を身に着け、愛の完成に近づくことができるからです。
②　司教および教会の権威者たちにとって、足を洗うことは何を意味しているか？
足を洗うことは、司教と教会の権威者たちに、奉仕こそ真の栄光であることを思い起こさせます。私たちは自分の身を低めることを恐れてはなりません。イエスの戒めを実践することによって、私たちは祝福されるのですから。神の新しいイメージから生まれてくるのは、教会のイメージであり、それは、福音の教えに基づいた権威者の顔であり、愛の奉仕者としての権威者の顔なのです。このことを心に刻み込むのは、そして、少なくとも常に自分の目の前に置いておくのは非常に難しいことなので、私は弟子たちの足を洗われるイエスの姿を、私の司牧活動の模範としました。
③　三つ目のメッセージは聖体祭儀に関連している。
イエスはすべての聖体祭儀において御自分を私たちに委ねられ、私たちの食物として御自分をお与えになります。それは、私たちの間に、私たちと共におられる神となるためであり、御聖体が私たちの自己奉献、すなわち、他者のために何かをするということの始まりとなるためです。足を洗うことによって、イエスは神の御子がためらうことなくしもべの姿をとられることを示されました。御聖体の意味は、まさに私たちが奉仕のうちに互いに近くなり、互いを受け入れ、絶えずゆるし合うことを表現するようになることなのです。
④　読まれた福音書の箇所にあるメッセージは、人間がたどるこの世の旅、すべての人がたどる旅のこと。
イエスの模範とその後で与えられた戒めは、私たちの人生が自己奉献によって成就することを教えてくれていると私はすでに述べました。第二バチカン公会議もそのことを強調しています：「人間は、自分自身を無私無欲の気持ちで与えなければ、完全に自分自身を見いだせない」と（現代世界憲章24）。

個人主義、自己中心主義、自己や自分の所属グループの利益を追い求める時代においては、人間は自分自身を与えることによって初めて、イエスのように、神のようになるのだということをイエスは示しておられます。事実イエスは、第15節で、「私があなたがたにした通りに、あなたがたもするように」と仰せになっています。この言葉は、第四の福音書でたびたび繰り返されている言葉と関連しています。つまり、「御父と私は同じである。だから、あなたがたの足を洗うことによって、私はあなたがたに御父を見せた。そして、あなたがたは、人に仕えることによって、神の御顔が現れるようにするのである。あなたがたは神の御顔を見せる責任がある。」

ところで、この箇所は、人間のこの世の旅路について、御父のもとに帰る旅路については、何を言わんとしているのでしょうか。「この世から父のもとへ移る御自分の時が来たことを悟り、・・・また、御自分が神のもとから来て、神のもとに帰ろうとしていることを悟り」－　イエスの神秘、人類の神秘、教会の神秘、御聖体の神秘のすべては、イエスが父のもとに帰られるしるしの中に明かされています。このしるしは、イエスが御父のもとに帰ることを心待ちにしながら日々を過ごされたことを示しており、従って、神への旅路を示しています。

これは希望に満ちた非常に美しいメッセージです。人間の存在は父なる神のもとに帰る旅路であり、その道中においては、すべての行動が、最も平凡で、最も日常的なものまでが、その旅に気づくことによって照らされるのです。人類は死にゆくために、死を最終目標として生きているのではありません。人類は、自分を待っていてくださり、放蕩息子のたとえのように、迎えに来てくださり、未来を御自分との契約として保証してくださる御父を最終目標にして生きるのです。人類がこの真実を捉える事ができるならば、かつては不可能と思われていた平和と和睦と対話の会合を生み出すことにより、恐れや不安や自己中心主義や戦争を捨て去ることができるでしょう。

すべての人々が、現在の利益に惑わされず、自分は御父のもとに帰る偉大な旅の途上にいると思うならば、人類の顔はどんなにか違ったものになるでしょうか。今では未だ惨状を呈している紛争の状況も、どんなにか違ったものになるでしょうか。（CM Martini, La pratica del testo biblico, 266-271）
Ｂ）仕えることの偉大さ：マタイ20,17-28

イエスはエルサレムへ上って行く途中、十二人の弟子だけを呼び寄せて言われた。「今、わたしたちはエルサレムへ上って行く。人の子は、祭司長たちや律法学者たちに引き渡される。彼らは死刑を宣告して、異邦人に引き渡す。人の子を侮辱し、鞭打ち、十字架につけるためである。そして、人の子は三日目に復活する。」そのとき、ゼベダイの息子たちの母が、その二人の息子と一緒にイエスのところに来て、ひれ伏し、何かを願おうとした。イエスが、「何が望みか」と言われると、彼女は言った。「王座にお着きになるとき、この二人の息子が、一人はあなたの右に、もう一人は左に座れるとおっしゃってください。」イエスはお答えになった。「あなたがたは、自分が何を願っているか、分かっていない。このわたしが飲もうとしている杯を飲むことができるか。」二人が、「できます」と言うと、イエスは言われた。「確かに、あなたがたはわたしの杯を飲むことになる。しかし、わたしの右と左にだれが座るかは、わたしの決めることではない。それは、わたしの父によって定められた人々に許されるのだ。」ほかの十人の者はこれを聞いて、この二人の兄弟のことで腹を立てた。そこで、イエスは一同を呼び寄せて言われた。「あなたがたも知っているように、異邦人の間では支配者たちが民を支配し、偉い人たちが権力を振るっている。しかし、あなたがたの間では、そうであってはならない。あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に仕える者になり、いちばん上になりたい者は、皆の僕になりなさい。人の子が、仕えられるためではなく仕えるために、また、多くの人の身代金として自分の命を献げるために来たのと同じように。」
受難の第三の予告は、最初の二つの予告よりもはるかに詳しい。これは、受難の物語を現実的に、しかも正確にまとめたもので、すべての出来事と登場人物を描いています。そのすぐ後に（まさに理想的なコントラストとして）、ゼベダイの息子たちの願いが述べられています。この願いは、イエスの十字架の話がいかに彼らに分かっていないかをはっきりと示しています。最初、イエスの答えは、ヤコブとヨハネにのみ向けられており（イエスの答えが母親にではなく、その二人の息子に向けられていることに注目）、二人に、本当に心配しなければならないことは「イエスの右か左に座ること」ではなく、イエスが飲もうとしておられる「杯」を飲むこと、すなわち、イエスの「洗礼」に与ることであることを示しています。弟子たちが本当に心配すべきことは、イエスに従うことであって、それ以外の何物でもありません。しかし、その後イエスのまなざしは弟子たち全員に注がれ、イエスは彼らに向かって、本当に御自分に従いたいならば、どうするべきかを示されました。ここで福音史家マタイは、共同体の中で高い地位にある人々に向かって、権威というものは奉仕であるということを伝えたかったのかもしれません。この重要な考えを理解させるために、イエスはあってはならないことと、あるべき姿という二つのたとえを用いておられます。弟子の権威というものは、それを行使するにあたり、目に見える形で、この世の権威とかけ離れたものでなければならず、（「あなたがたがたの間では、そうであってはならない」）、人の子の振る舞いと同じようでなければならないのです（28節）。

この最後の一節は、慎重に分析する必要があります。表現の仕方は、皆が期待していたこと（仕えられること）と、それとは逆の、人の子のなすべきこと（仕えること）との明確なコントラストを強調する形をとっています。そして、「仕える」ということがどういうことかが後半で説明され、それは、一種の説明的な対比として理解されるべきだと私は考えています。「自分の命を捧げる」とは必ずしも死ぬことだけを意味してはおらず、自分の全存在を賭けて人々に尽くすということなのです。「身代金として」とは、「恩恵」とか「連帯する」という意味に解釈するべきです。言い換えれば、人の子は、仕えられるためではなく（世間が期待し、正しいと思っている価値観と福音書の価値観は逆転している）、仕えるために来たとは、自分の全存在をかけて（最後まで）、多くの人々の世話をするということなのです。
Ｃ）父は天の父おひとりだけ、師はひとりだけ、あとは皆兄弟：マタイ23,1-12

それから、イエスは群衆と弟子たちにお話しになった。「律法学者たちやファリサイ派の人々は、モーセの座に着いている。だから、彼らが言うことは、すべて行い、また守りなさい。しかし、彼らの行いは、見倣ってはならない。言うだけで、実行しないからである。彼らは背負いきれない重荷をまとめ、人の肩に載せるが、自分ではそれを動かすために、指一本貸そうともしない。そのすることは、すべて人に見せるためである。聖句の入った小箱を大きくしたり、衣服の房を長くしたりする。宴会では上座、会堂では上席に座ることを好み、(7)また、広場で挨拶されたり、『先生』と呼ばれたりすることを好む。だが、あなたがたは『先生』と呼ばれてはならない。あなたがたの師は一人だけで、あとは皆兄弟なのだ。また、地上の者を『父』と呼んではならない。あなたがたの父は天の父おひとりだけだ。『教師』と呼ばれてもいけない。あなたがたの教師はキリスト一人だけである。あなたがたのうちでいちばん偉い人は、仕える者になりなさい。だれでも高ぶる者は低くされ、へりくだる者は高められる。
イエスの説教（23,1-12）の最初の部分で、イエスは、律法学者やファリサイ派の人々の矛盾を責めておられます。そして、それとは対比する形で、真の弟子の特徴を述べておられます。ここで私たちは二つのことを問うてみる必要があります。すなわち、この引用箇所で福音史家マタイが描いていたのはどういう状況か？そして、マタイがメッセージを伝えようとした相手は誰か？ということです。この箇所全体の読み方は、この二つの問に対する答えと、さらにはっきり言うならば、私たちの態度によって違ってきます。この説教は私たちに向けられたものか、それとも、他の誰かに向けられたものか？ユダヤ教に向けられたものか、それとも、キリスト者共同体に向けられたものか？

この引用箇所がイエスの時代に遡っていることは確かです。イエスは、当時の宗教的な権威者たちとしばしば、激しく対立しておられました。しかし、この箇所に書かれたことが、マタイの時代に教会とユダヤ教との間に見られた対立の厳しさを反映していることも確かです。従って、これは単なる過去の出来事ではなく、マタイの時代の現実をまざまざと反映したものなのです。そして、そこにはそれ以上のものがあります。福音史家マタイは、福音書の教えに対するユダヤ教の反発と教会に対する激しい反発の裏に秘められた根拠を糾弾していますが、彼の意図は、当時のユダヤ教について触れることではありませんでした。彼は、当時の対立を利用して、キリスト者共同体それ自体のあるかもしれない（あるいは実際にある）態度を暴露することを意図していたのです。このことは、8節から12節に表れており、その対象は弟子たちですが、18章の共同体の生活に関する説教にも似ています。質問をする人たちは様々です。群衆と弟子たち、弟子たちだけ、ファリサイ派の人々と律法学者、エルサレムなど。しかし、実際には、この説教は私たちに向けられたものです。この説教をあらゆる時代の共同体にあてはめることは、単なる敷衍でもなければ、拡大解釈でもなく、福音史家マタイの意図にかなうことであると、私は確信しております。

この説教の最初の部分が、二つの相反する描写、すなわち、ファリサイ派の人々（2節から7節までの弟子のあるまじき姿）と真の弟子（8節から12節）の描写で終わっていることはすでに述べました。旧約聖書の預言者たちは、悪しき教師のことをしばしば非難していました。似たような非難は、ギリシャ人の世界でも見られます。たとえば、哲学教師や知恵者などへの。

律法学者やファリサイ派の人々がモーゼの座についているとありますが、それは、彼らがモーゼの教えを受け継ぐ人々を自称していたということです。彼らは、モーゼの教えを繰り返し、守り、権威をもって解釈し、その時代に合ったものにしていました。彼らは、（「教えを実行せよ、教えを守れ、と言っていたことについては」）周囲からも認められる権威を持っていたわけです。しかし、認められていたからこそ、批判も起こったのです。彼らの行動が恥ずべきこととされたのは、ひとえに彼らが普通の人ではないからでした。イエスは二つの理由から彼らを非難しておられます。言うことと行いが一致していないから（2－4節）、そして、自己中心であるから（5－7節）です。

特に彼らの言行不一致は非難されて然るべきです。彼らは二心を持ち、正直ではなく、二つの物差しをつくりました。彼らは神に対しても、自分自身に対しても嘘をついたのです。彼らの言っていることと行っていることとの間には大きな隔たりがありました（なお悪いことには、彼らの教えていることと行っていることとの間の隔たり）し、彼らの見かけと実態、他人に求めていることと自分に求めていることとの間にも隔たりがありました（彼らは他人に厳しく、自分に寛大でした）。彼らは言ったことを実行しませんでした。マタイほど、大切なことは言葉ではなく行いであること（5,19,15-17）、そして、木の良し悪しは、その結ぶ実で分かる（12,33）ことを繰り返し説くことに熱心な福音史家は他にいません。

彼らは重荷をまとめ、人の肩に乗せました。このことは、マタイの考える権威とまさに正反対のものです。マタイは、イエスを優しく、忍耐強い師として描くのが好きでした。マタイの描くイエスの軛は負いやすく、荷は軽いのでした（11,29）。

それともう一つは、彼らが自己中心であることです。彼らは聖句の入った小箱を大きくしたりして、敬われることを好みました。彼らは山上の垂訓（6,1-6, 16-18）に怒っていたようです。会堂の一番高い所に陣取っていた人々は、契約の櫃に背を向け、群衆に向かって座っていました。聖句箱とは、特に重要な聖書の言葉を収めた小さな箱のことです。敬虔なヘブライ人たちは、これらの小箱を左腕から下げたり、額に付けたりしていました。それは「申命記」6,6-8に書かれたことを文字通りに解釈したものです：「今日わたしが命じるこれらの言葉を心に留め、子供たちに繰り返し教え、家に座っているときも道を歩くときも、寝ているときも起きているときも、これを語り聞かせなさい。更に、これをしるしとして自分の手に結び、覚えとして額に付けなさい。」衣服の房も同じような役割を果たしていました。敬虔なイスラエルの人たちはみな、「民数記」15,38-39にあるように、衣服の四隅に房を縫い付けていました。「主はモーセに言われた。イスラエルの人々に告げてこう言いなさい。代々にわたって、衣服の四隅に房を縫い付け、その房に青いひもを付けさせなさい。それはあなたたちの房となり、あなたたちがそれを見るとき、主のすべての命令を思い起こして守り、あなたたちが自分の心と目の欲に従って、みだらな行いをしないためである。」

従って、聖句箱や房は象徴的に大きな意味を持っていたのです。つまり、主の掟をいつも思い起こして、それをいつも守るためのものだったのです。しかし、それを、律法学者やファリサイ派の人々はしませんでした。8節から12節のトーンは明らかに教会に関するものです。それはまるで、18章の共同体の生活に関する説教の続きのようにも思えます。「あなたがたの・・・は一人だけだ」という表現が三回繰り返されて、強調されています。権威というものは、教師のように捉えられており、唯一の神を純粋に映し出すものでした。すべての権威は、仕える者の務めと捉えられていました。いかなる権威も、その基本的な事実を曖昧にするような形であってはならないのです。むしろはっきりしていなくてはならない基本的な事実とは、キリストが唯一の主であること、共同体の全てのメンバーは神の子であること、そして、すべてのメンバーは兄弟であることです。本当の権威というものは、透明なものなのです。だから、独自の言葉も用いませんし、自己を追及することもありません。神が至高の方であり、共同体のメンバーが神の子であり、皆兄弟であるということは、キリスト者共同体の（そして福音書の）基本なのです。権威は、その基本に奉仕し、それを明らかにし、守り、強調する義務があり、決してそれを曖昧にしてはなりません。この福音書を際立たせ、独特の新味のあるものにしているのは、権威の確認ではなくて（それは、他の福音書のどこにでもあります）、権威を透明性であるとする考え方です（B, Nagguibum I Quattro Vangeli, 197-199）。
３．神の御言葉を自分の心に取り込み、自分のものとすること
キーセンテンスを思い起こし、暗記すること
福音書の引用箇所が読まれるのを聴いたら、一定の沈黙の時間を設けて、その箇所を一人で静かに読み返し、言葉を心に刻み、暗記して、その日はずっとそのことを考えていること。「レクチオ」が半日の黙想会でなされたならば、その時点で参加者が一人になって静かに考え、御言葉を自分のものにすると良いと思います。
理解を深めるためにフランシスカンの資料を読むこと
兄弟たちの働き方について、フランシスコの書き物から取られた二つの文章を読むことは、福音書の言葉を聖フランシスコの霊性に照らして理解するために、一人で静かに黙想する役に立つと思います。
非裁可会則VI, 3-4

だれも院長と呼ばれてはならない。皆おしなべて小さき兄弟と呼ばれるべきである。そして、互いに足を洗い合わねばならない。（ヨハネ13,14）
裁可会則VI,1-9

兄弟たちは、家、土地、その他いかなるものも、何一つとして自分のものにしてはならない。むしろ現世においては、旅人、寄留者として清貧と謙遜のうちに主に仕え、信頼をもって施しを求め、これを恥じてはならない。主が、私たちのために、現世において貧しい者となられたからである。これこそ、我がいと愛する兄弟のあなたがたを天の国の相続者ならびに王の地位につかせた、いと高き清貧の頂きである。これは、あなたがたを物においては貧しい者としたが、徳において高めたのである。これをあなたがたの分け前としなさい。これがあなたがたを生ける人々の国に導くのである。いと愛する兄弟たち、この清貧に全く身をゆだね、これ以外のいかなるものも、主イエス・キリストの御名のために、天の下において持つことを永遠に望んではならない。そして兄弟たちはどこにいても、またどこで出会っても、互いに同じ家族の者であることを示し、一人は他の一人に自分の必要をためらうことなく打ち明けるべきである。まことに、母がその肉親の子を養い愛するとすれば、兄弟たちは、どれほど心をこめてその霊的兄弟を愛し、養わなければならないであろうか。また、兄弟たちのだれかが病気にかかることがあれば、他の兄弟たちは、自分がしてもらいたいと思うとおりに、病気の兄弟に尽くさなければならない。
神の御言葉を自分の心に取り込み、自分のものとするために
· 福音書の引用箇所をエンマウスの方法論に照らして読むように心掛けなさい。この箇所は、小さき兄弟としてのあなたの生活について、また、あなたがその一部となっている兄弟共同体の生活について何と言っていますか？この箇所を、あなたの心を燃え立たせることのできる慰めの言葉と感じますか？この箇所には、どのような非難と叱責が含まれていますか？この箇所によって、あなたはどちらの方向を選択するように促されていますか？
個人で黙想する間、アシジのフランシスコが若い時に尋ねた言葉、すなわち、後に私たちの生活と選択を方向づけるものとなった次に言葉を思い起こすと良いと思います。
· 「主よ、私に何をお望みですか？」「この上なく高く、栄光に満ちておられる神、私の心の闇を照らしてください。」
４．お返しすること
参加者たちは決められた時間に再び集まり、心に刻み込んだ御言葉や節を声に出して読み返します。それから、沈黙と個人の祈りの時間に心の中で思いめぐらしたことを互いに話し合ってもよいでしょう。黙想の終わりに、短い賛美と祈願を捧げ、自分自身及び兄弟共同体のために約束したことを実践できるようにお願いすると良いと思います。
「非裁可会則」の中の賛美の祈りで締めくくるのも良いと思います。
非裁可会則23章、8-11　賛美と感謝
私たちは皆、心を尽くし、魂を尽くし、精神を尽くし、力と能力を尽くし、知恵を尽くし、全力を尽くし、努力を傾け、情を尽くし、大なる感動をこめ、憧れと望みとを悉く挙げて、神である主を愛そう。主は私たちに体と魂と命のすべてをかつて与え、今も与えておられる。主は私たちを創造し、贖ってくださった。そして、ただ御自分の憐みによって私たちの救いを全うしてくださる。悲惨であわれな、悪臭を放って嫌悪されるべき、忘恩で邪な私たちのために、かつてあらゆる善を行ってくださったのであり、今も行ってくださる。
それで、唯一のまことの神である私たちの創造主・贖い主・救い主のほかは、何も望まず、何も求めないようにしよう。また、ほかのどんなものも私たちを満足させ、喜ばせることがないように。この方こそ、全き善、あらゆる善、欠けることのない善、まことの至上善であり、神おひとりだけが善い方で、憐れみ深くて柔和、喜ばしくて甘美にまします。この方だけが聖で、義しく真実、聖くて正しい。この方だけが寛大で、無垢・廉潔にまします。悔い改めるすべての人、すべての義人、天国で喜びを共にしているすべての幸いな人の、あらゆる赦し、あらゆる恵み、あらゆる光栄は、この方から、この方をとおして、この方のうちに存する。
それで、いかなるものも私たちを妨げ、引き離し、害することがないように。至高・至上・永遠の神、三位で一体、父と子と聖霊、万物の創造主、信じ、希望し、愛する人々の救い主を私たちは皆、どこにいても、すべての所で、すべての時間と時刻に、日々絶え間なく、真実・謙遜に信じ、心に抱き、愛し、尊び、礼拝し、仕え、賛美し、祝し、光栄を帰し、敬い、賞賛し、感謝しよう。神は始めも終わりもなく、不変で不可視、文字や言葉で表しえない方、把握されることも、究めつくされることもない方、祝され、たたえられ、光栄に満ち、尊び崇められ、気高くも卓越し、甘美で、愛され喜ばれるべき、常にすべてに越えて憧れ目指されるべき方にまします、代々に至るまで。アーメン。
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第三のモジュール　－霊であり命である御言葉を世にもたらすために。
１．準備
レクチオの司会者は、全員に沈黙と黙想を呼びかけます。司会者はこの沈黙の時間の大切さを心に留めると良いでしょう。十字架のしるしをしてから、聖霊への祈願を始めます。
概説(pp7-8)で示したような、あるいは参加者が知っているようなテゼの歌を歌っても良いでしょう。聖霊とのまことの調和が得られるように、テゼの歌を数分間長く歌うのも良いと思います。

Veni Sancte Spiritus, tui amoris ignem accende


Veni Sancte Spiritus, veni Sancte Spiritus.

テゼの歌の代わりに数分間聖霊に各人が祈願しても良いでしょう。もちろん、参加者は自分に分かりやすい言葉で祈ることができます。たとえば、

聖霊来てください。イエスの御言葉をいただくために、
私たちの心を開いてください。




この御言葉で、私たちの生活と召命を理解することが
できるように助けてください。
２．神の御言葉を読み、聴くこと
福音書の朗読
「レクチオ」の司会者は、傾聴の雰囲気が整ったと感じたら、参加者の一人に福音書の言葉を読むように促します。
たとえば次のような箇所が良いでしょう：
A) ７２人を派遣する：ルカ10,1-20

B) 復活後の宣教派遣：ヨハネ20,19-29

C) 聖霊が降る：使徒言行録2,1-18

福音書の読まれた箇所を理解するために
Ａ）７２人を派遣する：ルカ10,1-20

その後、主はほかに七十二人を任命し、御自分が行くつもりのすべての町や村に二人ずつ先に遣わされた。そして、彼らに言われた。「収穫は多いが、働き手が少ない。だから、収穫のために働き手を送ってくださるように、収穫の主に願いなさい。行きなさい。わたしはあなたがたを遣わす。それは、狼の群れに小羊を送り込むようなものだ。財布も袋も履物も持って行くな。途中でだれにも挨拶をするな。どこかの家に入ったら、まず、『この家に平和があるように』と言いなさい。平和の子がそこにいるなら、あなたがたの願う平和はその人にとどまる。もし、いなければ、その平和はあなたがたに戻ってくる。その家に泊まって、そこで出される物を食べ、また飲みなさい。働く者が報酬を受けるのは当然だからである。家から家へと渡り歩くな。どこかの町に入り、迎え入れられたら、出される物を食べ、その町の病人をいやし、また、『神の国はあなたがたに近づいた』と言いなさい。しかし、町に入っても、迎え入れられなければ、広場に出てこう言いなさい。『足についたこの町の埃さえも払い落として、あなたがたに返す。しかし、神の国が近づいたことを知れ』と。言っておくが、かの日には、その町よりまだソドムの方が軽い罰で済む。」「コラジン、お前は不幸だ。ベトサイダ、お前は不幸だ。お前たちのところでなされた奇跡がティルスやシドンで行われていれば、これらの町はとうの昔に粗布をまとい、灰の中に座って悔い改めたにちがいない。しかし、裁きの時には、お前たちよりまだティルスやシドンの方が軽い罰で済む。また、カファルナウム、お前は、天にまで上げられるとでも思っているのか。陰府にまで落とされるのだ。あなたがたに耳を傾ける者は、わたしに耳を傾け、あなたがたを拒む者は、わたしを拒むのである。わたしを拒む者は、わたしを遣わされた方を拒むのである。」七十二人は喜んで帰って来て、こう言った。「主よ、お名前を使うと、悪霊さえもわたしたちに屈服します。」イエスは言われた。「わたしは、サタンが稲妻のように天から落ちるのを見ていた。蛇やさそりを踏みつけ、敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を、わたしはあなたがたに授けた。だから、あなたがたに害を加えるものは何一つない。しかし、悪霊があなたがたに服従するからといって、喜んではならない。むしろ、あなたがたの名が天に書き記されていることを喜びなさい。」
1節－7節
イエスの呼びかけは重大です。イエスは御自分の先ぶれとして選んだ弟子たちを遣わされました。当時の彼らの務めは、泊まる場所を用意することではなく、主の到来、すなわち、神の国が近付いているので、それに備えることでした。二人ずつで出かけることによって、出会うかも知れない危険によりよく対処することができるだけでなく、彼らの語る言葉に証言としての価値が与えられました（申命記19,15）。

イエスは収穫のイメージを用いられました。収穫とは、世界的な宣教派遣の広大な畑のことを指しています。つまり、福音を宣べ伝えられるべき人々が大勢いるのに対し、福音を宣べ伝える人がいつもわずかしかいないということです。しかし、宣教派遣は、とりわけ、神の御手によるものです。弟子たちは、祈りを通して、神の視点に入って行くのです。

派遣の言葉は明確です：「行きなさい」。そして、そのすぐ後に、派遣される者たちの危険に満ちた運命が予告されます。宣教師たちは、狼の群れに囲まれた子羊のように無防備でした。

その後に、非常に過激な指示が出されますが、それはすでに12人の弟子たちには与えられたもので、旅に必要なものであっても、持っていくなというものでした。そのような指示の根底にあるのは、神の国のために貧しい人々を助け、守る方法を知っておられる神への全幅の信頼です。派遣された者たちは、自分たちが表わし、もたらしたいと願っていた平和の理想を、自分たちの身なりや行動で、また、自ら進んで貧しさと弱さと無防備を選ぶことによって、具体的に示したのです。

途中でだれにも挨拶をするなというのは、意外ですが、それはおそらく時間を無駄にしないためだったのでしょう。福音を宣べ伝えるという任務からそれてはならないのです。この指示を文字通りにとらえてはなりません。そのことをルカは分かっていました。それにもかかわらずルカがこの指示に触れたのは、歴史的事実を記録するためだけではなかったのです。それは、こうした過激な要求が、委ねられた任務を説明するにあたり、決して妥協してはならないとの絶えざる呼びかけでもあるからです。

家は、初期の宣教において重要な役割を果たしていました。家は、宣教者たちの活動が目指す目的地を表していました。この世の終わりに与えられる平和の賜物、すなわち神の国の到来のしるしは、イスラエルの家庭に平和の挨拶を送ることで実現したのです。

しかし、ルカのものの見方が変わったのは確かです。家は、町の人々に福音を告げ知らせる宣教者たちが泊まる場所となりました。従って、挨拶が受け入れられるということは、歓迎してくれる人々がいつでも宣教者たちの世話をする用意があることを示しており、それは福音そのものを受け入れることの前触れでもありました。

イエスは、歓迎してくれる人々ならばだれとでも、一緒の食卓を囲むことを求め、（不浄だからと言って食べることを禁じられていた食物について）何の心配もなさらず、もったいぶることもなく、出されるもので満足されました。
8節－12節
ここから、注意は宣教の場としての町に向けられるようになります。迎え入れられる場合と迎え入れられない場合とがありました。迎え入れられた場合は、共に食卓を囲み、病人を癒し、福音を説きました。イエスの説教の中心は、「神の国は近づいた」という言葉です。ルカにとって、神の国は近かったのです。なぜなら、復活されたイエスが近くにおられたからです。主が近くにおられたことと、救いとしての神の国が近付いたこととは、福音宣教においては同義なのでした。神の国が近付いたことを告げ知らせるにあたって、宣教者たちが説いたのは、時代の終わりが差し迫っていることではなく、彼らの活動の中に現存していた神の国と神の愛の救いの力であり、それは、復活された方のものにほかなりませんでした。

迎え入れられなかった場合は、関係を断つしるしが残され、最後の審判の罰が予告されます。しるしや予告は、町の外で密かにではなく、町の真ん中で行われます。それは、すべての人が聞こえるように、そして、回心するためです。
13節－16節
悔い改めない湖畔の町に対するイエスの裁きの予告が続きます。イエスは、御自分が数々のしるしをお見せになっても、神の国が近付いたことを信じない町の人々に会われました。これらの町は、イエスの御言葉を拒絶することによって、裁きの時の最後の救いから自らを締め出してしまったのです。それは、回心を求める最後の呼びかけであり、宣教が失敗に終わったことに対する復讐ではありませんでした。

罪深い町の典型であるティルスやシドンが、ベトサイダやコラジン、カファルナウムでなされた奇跡を見ていたなら、彼らは悔い改めたことでしょう。イエスが奇跡の証の大切さを強調されたのは、世間を沸かせるような不思議を行うためではなく、イエスの行いにおける神の決定的な御働きを見るためにユダヤの人々が奇跡を求めていたからです。
最後の節（16節）では再び、弟子たちへ指示が与えられ、それが締めくくりとなっています。遣わされた者たちによる告げ知らせの中で、イエスご自身が人類に呼びかけておられます。イエスこそは、御父から遣わされた方なのです。
17節－20節
弟子たちは喜んで帰ってきました。悪霊さえも彼らに服従したからです。弟子たちの使命は、基本的には、サタンの力に対決すること、すなわち、サタンの力に屈服していた人々を解放することでした。イエスは、それに応えて、御自分がご覧になったことについて話されました。イエスは、サタンが天から落ちるのを見ておられ、それゆえに、サタンの人類を支配する力は終わりを告げ、新しい世界の始まりが近付いたのです。福音史家ルカが、恐らく悪魔の頭と考えていたサタンは、支配力を失いました。この世を征服する神の国の命を与える力は、福音宣教者たちが告げ知らせる言葉と、悪霊や病気に打ち勝つ力とによって世界に広がりました。「より強い力」が「強い力」に勝ったのです。

イエスは後に、弟子たちが使徒としての活動をするにあたり、彼らを守る神の恵みについて話されました。蛇やさそりは、それのもたらす痛みと害のゆえに、悪霊のシンボルとなっています。19節の最後の部分が述べているのは、その意味です。つまり、神の守護は、サタンが弟子にもたらし得る、また、福音宣教者たちが直面しなければならない数々の様々な悪の現れに対しても及んでいるので、彼らはそれらを克服する力を持つことになります。最後にイエスは、弟子たちの喜びについて、より直接的な言い方をしておられます。悪霊を追い出す力と宣教の成功は、喜びの源ですが、必ずしも、救いを保証するものではありません。神に愛され、選ばれていることに由来する、もっと深くて確かな喜びがあるのです（G. Rosse, Vangelo second Luca, 112-114）。
Ｂ）復活後の宣教派遣：ヨハネ20,19-29

その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自分たちのいる家の戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。そう言って、手とわき腹とをお見せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ。イエスは重ねて言われた。「あなたがたに平和があるように。父がわたしをお遣わしになったように、わたしもあなたがたを遣わす。」そう言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい。だれの罪でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪でも、あなたがたが赦さなければ、赦されないまま残る。」十二人の一人でディディモと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき、彼らと一緒にいなかった。そこで、ほかの弟子たちが、「わたしたちは主を見た」と言うと、トマスは言った。「あの方の手に釘の跡を見、この指を釘跡に入れてみなければ、また、この手をそのわき腹に入れてみなければ、わたしは決して信じない。」さて八日の後、弟子たちはまた家の中におり、トマスも一緒にいた。戸にはみな鍵がかけてあったのに、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。それから、トマスに言われた。「あなたの指をここに当てて、わたしの手を見なさい。また、あなたの手を伸ばし、わたしのわき腹に入れなさい。信じない者ではなく、信じる者になりなさい。」トマスは答えて、「わたしの主、わたしの神よ」と言った。(29)イエスはトマスに言われた。「わたしを見たから信じたのか。見ないのに信じる人は、幸いである。」
アリマタヤのヨセフのように（19章38節）、弟子たちもユダヤ人の指導者たちを恐れていました。彼らはイエスを信じる他の人々と同じように、イエスへの信仰を言い表すのを恐れていました（12章42節）。彼らは最近起こったことに動揺しながらも、生き延びるために散らされることはありませんでした。そのことは、イエスが予告されていますし（16章32節）、マグダラのマリアとシモン・ペトロ、そして他の弟子たちが告げた事実によっても明らかです。その日の朝起こった出来事を告げる言葉は素早く弟子たちの間に広がり、彼らは一つに集まりました。それを行われたのは復活された善き牧者でした。主は、この世から御父のもとに移られることによって、新しい形で御自分の羊たちの間におられることができたのです。主のご出現は、その事実を裏付けるものです。福音史家ヨハネは、ここと、20章26節でその出来事について描写しています。「イエスが来た」という表現は、イエスが本当に父のもとに行かれ、「（父のもとに）行ってから、戻ってくる」（14章3節）「しばらくすると、あなたがたはもう私を見なくなるが、またしばらくすると、私を見るようになる」（16章16節）との約束を果たすことがおできになったことを示しています。イエスは今こそ「来る方」であり、世の終わりまでおられる方なのです。イエスは、マタイ18章20節の「二人または三人が私の名によって集まるところには、私もその中にいる」とあるように、そばにいるために来られたのです。その週の初めの日の夕方に起こったことがそのことを示しています。イエスは彼らの間におられました。閉ざされた戸からどうやって入ってこられたのか、戸口から部屋の真ん中にどうやって来られたのかは描かれていません。ただ、イエスがおられるという事実が目に見えるようになったことが述べられているだけです。イエスは手とわき腹をお見せになりました。苦しみを受けられ、弟子たちを最後まで愛し抜かれたイエスが、再び彼らのもとにいらしたのです。イエスは、彼らの真ん中に、まるで、その共同体の中心点であることを示すかのように、おられたのです。弟子たちは主を見て喜びました。それは、「私は再びあなたがたと会い、あなた方がたは心から喜ぶことになる」（16章22節）とのもう一つの約束の実現でした。弟子たちの恐れはなくなりました。その時から彼らは、主イエスへの信仰のゆえに苦しまなければならない時であっても、喜びを知るようになったのです（使徒言行録5,41）。
二つ目の場面はこうです。イエスは「あなたがたに平和があるように」との挨拶の言葉を繰り返され、そして、こう付け加えられました：「父が私をお遣わしになったように、私もあなたがたを遣わす」と（20,21）。それは、イエスが御父に次のように祈られた時に起こりました：「私を世にお遣わしになったように、私も彼らを世に遣わしました」（17章18節）。そしてイエスは弟子たちに約束されました。「あなたがたが私を選んだのではない。私があなたがたを選んだ。あなたがたが出かけて行って実を結び、その実が残るようにと」（15章16節）。

弟子たちは、イエスが遣わされたように、遣わされました。従って、御父からイエスに与えられたのと同じ掟が彼らにも与えられました。すなわち、「自分の命を捨てること」（10章18節）、そして、主が最後まで愛し抜かれたように愛すること（13章１；15章12-13節）です。復活されたキリストの手とわき腹に見られる受難のしるしは、弟子たちに、どこに行ってもそのことを思い起こさせます。

しかし、この務めを果たすことができるようになるためには、彼らは、聖霊の力でつくりなおされて、新しい人になる必要がありました。イエスは、カルワリオですでに聖霊の力を彼らにお与えになりましたが、復活された方として、再びそれをお与えになったのです。それは、イエスの霊であり、「息吹」にほかなりません。世の始まりの時に神が最初の人間に命を吹きかけられて、生きることができるようになさったように、イエスも、弟子たちに息を吹きかけられて、宣教の使命を果たすことができるようになさったのです。彼らは、散らされている神の子たちを一つに集めるために（11章52節）、また、羊が一人の羊飼いに導かれ、一つの群れになるために（10章16節）、世に遣わされました。それゆえに、彼らは「罪を赦す、あるいは悔い改めない者の罪を赦さずにおく力」を授けられました。それは、福音を宣べ伝える義務を負う人々になくてはならぬ力であり、それを表す動詞は、その力の継続性を示しています。一方、その力を受けた人が聖霊の働きの下で定めたことは、神によって定められたことになるのです。

それは、だれがキリストに従うために本当に罪の世界から己が身を遠ざけているかを、また、だれがキリストに従おうとしない人かを、そして、だれがキリストを一度は受け入れながら、再びキリストから離れようとしているかを識別するための力であったのです。「罪を赦す」とは、だれかを弟子と認めることであり、その人が唯一の牧者であるキリストのものであることを認めることを意味します。「罪を赦さずにおく」とは、イエス、すなわち復活された方を受け入れない人、または、イエスから遠ざかる人に対して、その人が闇の中にいることを明言することを意味します。

慰めとなる真実は、罪の赦しがこの世にあり（ルカ24章13節参照）、罪を赦す力が人間に与えられていることです（マタイ9章7節）。
イエスとトマスの出会いは八日の後のことでした（20章26節）。つまり、再び「週の初めの日」（20章19節）であり、その日のことを黙示録（1章10節）では、「主の日」と呼んでいます。一世紀の終わりごろのキリスト者共同体は、神の御言葉を聞き、パンを裂くために、その日に集まる習慣がありました。その日は、新たな創造が始まる日であったために、「第一日」と呼ばれると同時に、決定的な日を待ちわびる（聖アウグスチヌス）完成の日でもあったので、「八日目」とも呼ばれていました。

ですから、共同体が生まれたばかりのころ、皆が集まった八日目に、まだ復活された主を見ていなかったトマスもそこにいたのでした。その共同体は復活された方への信仰を宣言し、トマスに「私たちは主を見た」と言ったのです。「私たちは、モーセが律法に記し、預言者たちも書いている方に出会った」（1章45節）とフィリポが言ったにもかかわらず、フィリポと同じ信仰を持っていなかったナタナエルと同じように、トマスも共同体の皆と同じ信仰を持っていませんでした。トマスもまた、直接的な体験を望んでいました。彼が間違っていたわけではないでしょう。彼は１２人の弟子の一人でした。そのことははっきり書かれています。裏切り者のユダの場合もそのように書かれています（6章70－71、13章21節）。しかし、トマスはイエスを愛しており、イエスのためには命を捨てる覚悟もできていました（11章16節）。でも、トマスはイエスが予告されたとおり蘇られたことを信じることができませんでした。彼は、イエスへの絶対的な信仰を求める事実の前に、疑り深い己が身をさらけ出したのです。そこでイエスは、その八日前になさった時のように、御自分を弟子たちの前に現わされました。イエスはすでにそこにおられたのです。イエスは中に入られるためにどこを通る必要もありませんでした。イエスは、弟子たちがイエスの名において集まっていた時、すでにそこにおられたのです。そして、そこにいた全員に平和をお与えになりました。トマス以外の弟子たちには、イエスを見る必要がありませんでした。しかし、トマスにはその必要があったのです。イエスはトマスに対して御自分を現わされ、トマスに御自分が幽霊ではないことを納得させたいとお思いになりました。「私を見なさい・・・私に触れなさい」と言うイエスのお言葉は挑戦的に聞こえます。しかし、「信じない者ではなく、信じる者になりなさい」とのお言葉は善意に満ちています。マグダラのマリアにとって、イエスに自分の名を呼ばれるだけで十分であった（20章16節）ように、これらの決定的な言葉は、トマスに「私の主、私の神よ」と言わせるのに十分であったのです。

これこそは、何世紀にもわたって繰り返されてきた信仰です。これこそは、個人として、また共同体としての信仰を十分に表すものです。これは、具体的な事実から生まれたものです。つまり、歴史的出来事に根ざしているのです。ヨハネはイエスの傷、受難のしるしを強調していますが、そのことは、イエスが神であることを信じる信仰は、自分が見たこと、聞いたこと、触れたことに由来するものであることを物語っています。つまり、イエスが最後まで彼らを心から愛されたことを見たことに由来するということです。こうしたことがあったからこそ、彼らはイエスの「私は父のもとから出て、世に来たが、今、世を去って、父のもとに行く」(16章28節)とのお言葉や、「私と父は一つである」（10章30節）とのお言葉を信じることができました。イエスの復活は、イエスが彼らに言われたお言葉が真実であることを証しするものであり、彼らはイエスが、最初から、「神と共にあり、神であった」（1章1節）ことを信じていました。ヨハネの福音書は、始めと同じように信仰の行為で終わっています。

マルコ（15章39節）とマタイ（27章54節）では、イエスが神であるという確信はイエスの十字架上の死に基づくものでした。ヨハネの福音書では、それは、復活されたイエスの受難のしるしに基づいています。私たちの信仰と幸いは、「見ないのに信じる人は、幸いである」という使徒的な信仰と体験の上に成り立っています。この幸いは、その後の使徒たちにもまた、求められているものでした。（M. Galizzi, Vangelo second Giovanni, 354-356.358-360）。
Ｃ）宣教師たちに聖霊が降る：使徒言行録2,1-18

五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた。そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまった。すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話しだした。さて、エルサレムには天下のあらゆる国から帰って来た、信心深いユダヤ人が住んでいたが、この物音に大勢の人が集まって来た。そして、だれもかれも、自分の故郷の言葉が話されているのを聞いて、あっけにとられてしまった。人々は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか。どうしてわたしたちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。わたしたちの中には、パルティア、メディア、エラムからの者がおり、また、メソポタミア、ユダヤ、カパドキア、ポントス、アジア、フリギア、パンフィリア、エジプト、キレネに接するリビア地方などに住む者もいる。また、ローマから来て滞在中の者、ユダヤ人もいれば、ユダヤ教への改宗者もおり、クレタ、アラビアから来た者もいるのに、彼らがわたしたちの言葉で神の偉大な業を語っているのを聞こうとは。」人々は皆驚き、とまどい、「いったい、これはどういうことなのか」と互いに言った。しかし、「あの人たちは、新しいぶどう酒に酔っているのだ」と言って、あざける者もいた。すると、ペトロは十一人と共に立って、声を張り上げ、話し始めた。「ユダヤの方々、またエルサレムに住むすべての人たち、知っていただきたいことがあります。わたしの言葉に耳を傾けてください。今は朝の九時ですから、この人たちは、あなたがたが考えているように、酒に酔っているのではありません。そうではなく、これこそ預言者ヨエルを通して言われていたことなのです。『神は言われる。終わりの時に、わたしの霊をすべての人に注ぐ。すると、あなたたちの息子と娘は預言し、若者は幻を見、老人は夢を見る。わたしの僕やはしためにも、そのときには、わたしの霊を注ぐ。すると、彼らは預言する。
聖霊降臨は、ルカの福音書では、重要な役割を果たしています。それは、イエスの約束につながっており、その約束を遂行していて（ルカ24章48節参照）、旧約聖書（ヨエル書3,1-5、ペトロがその説教で言及している個所）にもつながっており、人々の期待に応えているからです。聖霊降臨は同時に、始まり、すなわち教会の誕生とその使命の第一歩を示すものでもあります。
一つのグループから救いの共同体へ
「霊」は家の高間に避難して籠っていた人々のグループ（使徒言行録1,13）を意識の高い、勇敢な証し人に変えました。弟子たちのグループは、神の国がすでに自分たちの中にあることに気づき、この世に対する自分の責任に気づいている救いの共同体に変えられていました。この二つのことは、神の民が気づいている基本的なことです。神がその霊を惜しみなく下さる条件は二つあるように思われます。すなわち、「祈り」と「集まり」です。「彼らは皆、心を合わせて熱心に祈っていた」（1章14節）、「一同が一つになって集まっていると」（2章1節）。

「霊」は一部の人にだけ与えられているのではなく、「共同体全体」に与えられています。このことをペトロは、説教の中で預言者ヨエルの言葉「私はすべての人にわが霊を注ぐ」（3章1節）を引用しながら、はっきりと述べています（2章17節）。

「霊」はその小さなグループの心を開かせ、彼らを遣わしました。しかし、決して散らさずに、常に共同体として旅に送り出したのです。事実、「霊」はいつも交わりの方向を指し示しています。だから、あの小さなグループも、より大きな共同体を建設するために、高間を離れて世に出たのです。ペトロの説教の後、「その日に三千人ほどが仲間に加わった」とルカは書き記しています（2章41節）。

救いの告げ知らせ
「霊」は弟子たちの心を世に向かって開かせ、公の場に立って、人々の前で「神の偉大な業」を語る（2章11節）勇気を彼らに与えました。いくつかの特徴を持つ告げ知らせを、勇気をもって行うことは、教会の重要な務めです。その特徴の一つは、「共同体」による告げ知らせです。人々の前に公に姿を現し、告げ知らせを行うのは、個人ではなく、共同体全体の声なのです。ペトロは御言葉を告げ知らせる時、すべての人の名において、１１人のグループに囲まれて行いました（「ペトロは１１人と共に立って」2章14節）。

その告げ知らせの中心にある物語は、十字架に付けられ、復活されたイエスの人柄であり、お言葉であり、行いでした。聖霊降臨の時のペトロの説教は、このことをはっきりと示しています。「イスラエルの人たち、これから話すことを聞いてください。ナザレの人イエスこそ、神から遣わされた方です」（2章22節）。

この告げ知らせに対して、同意する者もいれば、同意しない者もいて、正反対の反応が起こりました。「霊」はこの告げ知らせを効果的なものにしましたが、議論を排するものではありませんでした。「人々は皆驚き、とまどい、いったい、これはどういうことなのかと互いに言った。しかし、・・・あざける者もいた」(2章12-13節)。霊のしるしを受け入れるためには、信じる心が必要です。
普遍性を求める心
告げ知らせは何よりもまず、普遍的でなければなりませんでした。そのことを伝えるために、ルカは三つの異なった出来事を強調しています。第一に、ルカは聖霊が降るのを説明するのに、神の御働きを象徴する古典的なしるし、すなわち、風、地震、炎を用いています。しかし、それ以外にも特別なシンボルがあります。それは、分かれ分かれに現れ、一人びとりの上にとどまった炎のような舌で、それにより、彼らは「ほかの国々の言葉で話しだしました」（2章4節）。ユダヤの伝統によれば、シオンの山で、神の声が多くの言語で、正確にいえば70の国の言葉で語られ、すべての民がそれを理解したとすでにあります。ルカはこのシンボルを、教会に求められている統一と普遍性の務めを強調するのに用いました。普遍性とエキュメニズムは神の霊が存在することを表す重要なしるしなのです。

次に、これと同じ考えを示すために、ルカは、集まった群衆が様々な国から来た者であることを詳しく述べています（2章9-11節）。「天下のあらゆる国から帰って来た」（2章5節)人々が集まったと記しています。

最後に、三つ目の特徴は、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞いたことです（2章8節参照）。このことは、すなわち、「霊」が決まった言葉を持たず、いかなる特定の言語や文化にも縛られず、すべてを受け入れ、すべての人を通して御自分を現わされ、すべての人に分かるようにされることを示しています。人々はキリスト者になるために、自分の言語や伝統を捨てる必要がありません。「霊」による一致はとても深いので、人々は自分の育った世界を捨てることを強要されないのです。言葉の奇跡を、ルカは二つの異なる方法で表現しています。2章4節では、使徒たちは「他の国々の言葉」で話しだした、とあり、2章8節では、逆に、めいめいが「生まれた故郷の言葉」を聞いた、とあります。
バベルの塔と聖霊降臨
「霊」が降り、共同体が生まれたことにより、バベルの塔で始まった歴史によって破壊された人類の心に「新たな歴史」が始まりました。分かれ分かれだった言語（2章3節）のシンボルは、実際、バベルの塔のエピソードを思い起こさせます。

バベルの塔の話（創世記11章1-9節）には、人々が、賜物としてではなく、自分の業績によって神にまで届くようになりたいと思っていたことが書かれています。「さあ、天まで届く塔のある町を建て、有名になろう。そして、全地に散らされることのないようにしよう」（11章4節）。これは、天からの恵みを受けるよりは、神の力を借りずに町を建て、自分で、完全に自分の力で救われたいと願う人にとっては、永遠の誘惑です。

これは歪んだ関係であって、分裂を引き起こしました。この聖書のエピソードは、言葉の混乱のことを言っているだけでなく、民の分裂のことをも指しています。「我々は降って行って、直ちに彼らの言葉を混乱させ、互いの言葉が聞き分けられぬようにしてしまおう。主は彼らをそこから全地に散らされたので、彼らはこの町の建設をやめた」（11章7-8節）。言葉の違いの裏には、人類家族の絆が切れたこと、家族の離散、それぞれの民が勝手な道を歩み、互いに反目するようになったことが見て取れます。彼らが神から遠ざかったとき、偶像崇拝が起こり、偶像崇拝は分裂と離散を生みました。それは、人類の拡散と離散であり、めいめいが自分の利益だけを追い求めるようになったのでした。人々はもはや、共に神を求めることも、共通の価値観を求めることもしなくなり、ただめいめいが己の救いだけを必死に求めるようになったのです。聖書はこの点ではっきりしており、分裂は言葉の問題だけにとどまらず、価値観の分裂にまで及んでいることを示しています。人々はもはや互いを理解することもありませんでした。しかし、それは、言葉が違っていたからではなく、価値観がもはや共通ではなくなったからでした。

バベルの人々は、同じ言葉を話しながら、もはや互いを理解していませんでした。それとは逆に、聖霊降臨では、異なる言葉を話す人々が出会い、互いを理解していました。「どうして私たちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。」交わりが再び可能になりました。しかし、それは、指導者が「霊」であったからにほかなりません。私たちがここで直面しているのは、いつの時代にも教会に求められている基本的な姿勢です。すなわち、聖霊が教会に委ねた務めとは、己を再発見できるように、あらゆる方法で人類を助けることによって、人類の歴史に、再統一の動きを刻みつけることであったのです。

しかし、この再統一は、「霊による」ものでなくてはなりません。それは、指導者が「霊」である（そして、それゆえに、再統一は賜物なのですが）という意味のみならず、自由に、神を中心にして再び一つになるという意味でもあります。「霊による再統一は合意、すなわち、内的な同意を必要とします。」そのような再統一は、強制によっては生まれません。自由であってこそ生まれるものです。そしてそれは、神を、神の御言葉を中心にしての再統一であって、自分や自分の考えを中心にしてのものではありません。「彼らが私たちの言葉で神の偉大な業を語っているのを聞こうとは」（2章11節）。

一致は救いの偉大なシンボルの一つです。散らされ、永久に互いに分裂してしまった人間は、いつかあらゆる障壁や対立を乗り越えて、一つの大きな家族として再統一されることを夢見ています。この再統一に取り組むためには、二つの方法があります。一つは、古代のアッシリア・バビロニア帝国から現代の帝国主義に至る、あらゆる民族を力ずくで支配下に治め、単一の思想で封じ込めようとする覇権主義的野望による短絡した方法です。これは、バベルの人々が試みたことであり、偶像崇拝の試みでしたが、最終的には堕落とさらに大きな分裂が彼らを待ち構えていました。もう一つは、「霊」による方法で、神を認め、自由と愛のうちに兄弟となることによって、人々を一つに集める方法です。これは、良心から生まれる兄弟的な共同体です。

「霊」を注がれたキリスト者の使命とは、散らされた人々を再び一つに集めることです。しかし、それは、すべての人を単に一つの信仰で結びつけようと努力することではなく（それは確かに否定できない重要な務めですが）、信条や思想や文化が違っていても、再び一つになれる可能性があることを人々に示すことなのです。
ペトロの説教
「ペトロは１１人と共に立って、声を張り上げ、話し始めた」。この使徒は、群衆の前で、声を張り上げ、聞いてくださいと注意を促しました。神について語る時、人は小声でではなく、声を張り上げて語るものです。当時のパレスチナの社会には、文化的、社会的、政治的な軋轢がたくさんあり、宗教的にも政治的にも多くの面で、変化が可能でありまた必要でした。しかし、ペトロがその時重点をおいて語っていたのは、ただ一つのこと、根本的で、あらゆる立場の根幹となるものでした。すなわち、キリストのこと、その死と復活、そして、キリストが示された生き方について語ることでした。だからこそ、ペトロはすぐさま、イエスとイエスの教えについて語ったのです。それ以外のことは、後回しでよかったのです（B. Maggioni – A. Bagni, Atti degli Apostoli, 53-57）。
３．神の御言葉を自分の心に取り込み、自分のものとすること
キーセンテンスを思い起こし、暗記すること
福音書の引用箇所が読まれるのを聴いたら、一定の沈黙の時間を設けて、その箇所を一人で静かに読み返し、言葉を心に刻み、暗記して、その日はずっとそのことを考えていること。「レクチオ」が半日の黙想会でなされたならば、その時点で参加者が一人になって静かに考え、御言葉を自分のものにすると良いと思います。
理解を深めるためにフランシスカンの資料を読むこと
兄弟たちの働き方について、フランシスコの書き物から取られた二つの文章を読むことは、福音書の言葉を聖フランシスコの霊性に照らして理解するために、一人で静かに黙想する役に立つと思います。
裁可会則III, 10-14

私は主イエス・キリストにおいて忠告し、戒め、勧める。兄弟たちはこの世をめぐる時、争ったり、口論したり、他人を裁いたりせず、小さき者にふさわしく、柔和で、平和をもたらし、慎み深く、温和、謙遜であり、すべての人に対して、礼儀正しい言葉を用いて話すようにと。また、差し迫った必要や病気のために、そうせざるを得ない場合を除いて、馬に乗ってはならない。どの家に入っても、先ず『この家に平安があるように』と言う(ルカ10,5)。そして、差し出される食べ物はすべて、聖福音によって食べることができる(ルカ10,8)。
全キリスト者への手紙II　2-3

私は、すべてのキリスト者のしもべですから、すべての人に仕え、わが主の香り高い御言葉を伝えなければなりません。それで、体の病気と弱さのため、一人びとりを親しく訪ね得ないことを心のうちで考え合わせ、皆様にこの手紙を送って、御父のみことばにまします私たちの主イエス・キリストの御言葉と聖霊の御言葉－霊であり、命である御言葉(ヨハネ6:64)―を伝えようと決心いたしました。
神の御言葉を自分の心に取り込み、自分のものとするために
· 福音書の引用箇所をエンマウスの方法論に照らして読むように心掛けなさい。この箇所は、小さき兄弟としてのあなたの生活について、また、あなたがその一部となっている兄弟共同体の生活について何と言っていますか？この箇所を、あなたの心を燃え立たせることのできる慰めの言葉と感じますか？この箇所には、どのような非難と叱責が含まれていますか？この箇所によって、あなたはどちらの方向を選択するように促されていますか？
個人で黙想する間、アシジのフランシスコが若い時に尋ねた言葉、すなわち、後に私たちの生活と選択を方向づけるものとなった次の言葉を思い起こすと良いと思います。
· 「主よ、私に何をお望みですか？」「この上なく高く、栄光に満ちておられる神、私の心の闇を照らしてください。」
４．お返しすること
参加者たちは決められた時間に再び集まり、心に刻み込んだ御言葉や節を声に出して読み返します。それから、沈黙と個人の祈りの時間に心の中で思いめぐらしたことを互いに話し合ってもよいでしょう。黙想の終わりに、短い賛美と祈願を捧げ、自分自身及び兄弟共同体のために約束したことを実践できるようにお願いすると良いと思います。
「非裁可会則」の中の賛美の祈りで締めくくるのも良いと思います。
全兄弟会にあてた手紙50-52 「祈り」
全能、永遠、正義、慈しみの神よ、
惨めな私たちに、
あなたのお望みだとわかっていることを
あなた御自身のために
果たさせてください。
また、御心にかなうことを
いつも望ませてください。
こうして、内的に清められ、照らされ、
聖霊の火で燃え立たせられて、
あなたの愛子、私たちの主イエス・キリストの
御足跡に従えますように。
そして、いと高きお方よ、
ただ、あなたの恵みによって
あなたのもとに行けますように。
あなたは、完全な三位・単純な一体のうちに
全能の神として生き、治め、
栄光のうちにおられます。
世々に至るまで。アーメン。
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